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　　小野義真と日本鉄道株式会社
Gishin Ono and the Japan Railway
Company
井　上　琢　智 　
Gishin Ono (1839-1905) was born in the castle town of Sukumo in
the Tosa domain (now Kochi prefecture). He was involved in the o±cial
administration of Sukumo with Tsuna Takeuchi (1839-1922), a senior
o±cial who later became a politician and businessman. Takeuchi was
the birth father of post-World War II prime minister Shigeru Yoshida
(1886-1954).
Ono worked with a trading company named Horaisha, run by Shojiro
Goto (1838-97), and supported his brother-in-law Azusa Ono (1852-86),
who later became a politician and founder of the Toyokan publishing
house. In 1871, Gishin Ono entered the Ministry of Engineering and
directed the improvement project for Osaka's major river, the Yodo,
working with the government-hired Western engineer G. A. Escher
(1843-1939) and others; he also took part in planning the construction
of Osaka harbor. In 1874, he left government service.
In 1881, Ono took part in the founding of the Japan Railway Co.
as a representative of Yataro Iwasaki (1834-85), also a native of Tosa
and the founder of the Mitsubishi Companies. Ono was a special adviser
to the Iwasaki family. He became a vice-president of Japan Railway in
1887 and president in 1892.
In 1897, a trade union was organized in what was the largest
private railway company in the country with the support of F. Takano
and S. Katayama. A major labour dispute occurred the following year.
Ono failed to reach an amicable settlement and was discharged at an
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張し、1906年 3月 31日公布の鉄道国有法により国有化された時点（同年 11
月）では、東北本線、山手線、赤羽線、日光線、水戸線、常磐線、両毛線など
の路線を経営していた。


























資料』〈第 2 集〉地方鉄道史：第 2 巻　社史（2）日本鉄道株式会社沿革史（第 2 篇）、日本経
済評論社、1980、1-7 頁。本節の記述については、この「解説」を利用した。
2) 日本国有鉄道『日本国有鉄道百年史』全 17 巻（14 巻+索引・便覧+通史+年表、別巻『国鉄歴






























なった（\The Nature of the Industrial Struggle," \The Financing of Industry and
Trade." これらの論文は、1917 年 4 月 19 日と 26 日に Royal Institution で行った講義の
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らかにする。
II 官僚　小野義真























6) 「竹内綱自叙伝」『明治文化全集』第 24 巻（雑史篇）日本評論社、1993（復刊版）、432 頁。
「慶応 2 年 5 月 10 日〈竹内〉仕置役ヲ命ゼラル。余ハ伊賀家領内物産ノ輸出ヲ発達セシメン
トシ、慶応 2 年正月 18 日仕置役小頭立田強一郎〈小野義真〉物産方下役小野節吉ヲ伴ヒ宿毛
発、……五百五十石積帆前船一艘ヲ買入レ、宿毛丸ト名附……余ハ小野ヲ蔵屋敷詰トシテ在阪セ





















明治 4（1871）年 4月 14日、小野義真は工部省出仕となった12)。すでにこ
8) 岩崎彌太郎「滞坂日誌乾坤（明治 2 年 1 月より同 3 年 12 月 30 日に至る）」岩崎彌太郎・彌
之助伝記編纂会『岩崎彌太郎日記』1975、428-29 頁、433 頁。
9) この頃の小野梓の動向については、井上琢智「小野梓の修業時代」（早稲田大学大学史資料セン
ター『早稲田大学史記要』第 41 号、2010 年 3 月発行予定）を参照のこと。
10) 小野梓「自伝志料」早稲田大学大学史編集所『小野梓全集』（第 5 巻、早稲田大学出版部、1982、
313 頁）および「小野梓年譜」（『小野梓全集』別冊、1982、173 頁）。なお、早稲田大学大学
史編集所編『小野梓の研究』（早稲田大学出版部、1986）、中村尚美『小野梓』（早稲田大学出版




11) 岩崎家傳記刊行会編『岩崎彌太郎傳 下』[1967] 1979、東京大学出版会、362 頁。宿毛蔵屋敷閉
鎖後の小野義真の大阪での仕事の一つが、この蓬莱社の仕事であったと思われる。なお、この蓬




















上馨らの厚い信頼を得ていた。さらに小野義真は、明治 5年 11月 26日、同
省営繕土木寮頭へと昇進していく16)。
このように官僚としての仕事に加えて、将来実業家への道を歩むことを予










14) 柏原弘毅、前掲書、82 頁および大蔵省造幣局『造幣局百年史』別巻、1969、35 頁。なお、後
者によれば 10 月 20 日ではなく、7 月 20 日とされている。しかし、土木寮の大蔵省への移管
の時期を考えると、10 月 20 日が正しいであろう（『大蔵省史－明治・大正・昭和－』第 1 巻、
2000、25 頁）。
























（R.H.Brunton：慶応 4年 6月 20日横浜着）であった。彼の築港計画は、す
でに独自の計画をもっていた後藤象二郎に提出された。しかし、この計画実行
には 124万円という莫大な費用が必要であったこともあり、この計画は頓挫し
17)『三菱社誌一』[1979] 復刊、75-76 頁。前掲書『岩崎彌太郎伝 下』72 頁。『三菱銀行史』（[1954]
1959、3 頁）は、「三ツ川商会」と表記し、三菱の創業を明治 3 年 10 月 18 日としている〈旧
説〉。三菱の海運業進出の始めがこの三川商会であり、その後の三菱商会を経て、外国航路を開
設し三菱汽船会社（明治 8 年 1 月）となった。
18) 小野梓は、明治 6 年 4 月 4 日付の小野義真宛書簡で「〈大蔵省の〉岡本〈健三郎〉の斡旋にて
多分大蔵差出之生徒に加わるべく候間、御安意被祈候」（前掲書『小野梓全集』第 5 巻、2001
頁）と報告している。さらに 8 月 22 日付の小野義真宛書簡では、オーストリア万国博覧会参
加のために欧米出張をしていた「岡本も不日帰朝の予定也」（202 頁）と書いている。
19) 新修大阪市史編纂委員会編『新修大阪市史』1990、第 5 巻、第 3 章、387 頁以下。
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た。しかし二度にわたる洪水で堆積した土砂の浚渫は行われた。
このブラントン計画の頓挫に続いて大阪府権知事渡辺昇が築港計画に取り組
んだ。オランダ人技師ファン・ドール（C.J.van Doorn：明治 5年 2月来日）














































22) 前掲書『蘭人工師エッセル 日本回想録』149 頁。
23) 前掲書『蘭人工師エッセル 日本回想録』104 頁、108 頁。
24) 前掲書『新修大阪市史』第 5 巻、406 頁。ところで、小野義真の吉田清成宛書簡 2 通が、京都
大学文学部国史研究室編『吉田清成関係文書三 書翰篇 一』（思文閣出版、2000、272 頁）に収
録されている。1 通は明治 4 年から 6 年の間と推定されている（この間だけが、吉田が大蔵少
輔、岡本健三郎と渋沢栄一が大蔵大丞、小野が大蔵少丞であった時期である）11 月 22 日の書









22）年 7 月 21 日に没している。この情報の入手については、宿毛歴史館の矢木伸欣氏のお世
話になった。記して感謝いたします。
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28) 前掲書『岩崎彌太郎傳 下』245 頁。この点については、以下のような記録がある。逮捕直前の
8 月 2 日、林は横浜に到着し、小野義真を訪ね「彼の前金一條に尽力の労を謝し」た。小野は
「君の出京は何用か」と尋ねたが、林は「高知通の汽船を得んことを岩崎〈彌太郎〉氏に談ぜん
とて出京したまでなり」と答え、蜂起のことは語らなかったという（「林有造氏旧夢談」前掲書
『明治文化全集』第 24 巻、80-81 頁）。
29) 前掲書『宿毛人物史』43-44 頁。
30) 前掲書『岩崎彌太郎伝 上 』、634-36 頁。以下、本節の本文中に挿入された頁数は、本書の頁




























を盛んにしていた時期であった31)。翌 1890（明治 23）年 8月 21日、井上勝
31) 麓三郎『小岩井農場 70 年史』（1968、13-14 頁）によれば、北海道、東北、関東地方の国有林
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を願人、岩崎彌之助、小野義真を保証人に、盛岡郊外雫石村の官有原野の「拝






































1888（明治 21）年 3月 5日には、「神田裏神保町の書肆冨山房にては、開業



























1881（明治 14）年 1月 12日、安場保和（旧熊本藩士で、4年大蔵大丞、明
治 13年元老院議官）・中村弘毅（旧高知藩士で、明治 2年民部大丞、明治 13
年元老院議官）・高崎正風（旧鹿児島藩士で、明治 4年左院少議官、明治 11年
皇后宮亮、12年四等出仕、19年御歌所長）・安川繁成（旧磐城棚倉藩士で、明
















38) 『日本国有鉄道百年史』第 1 巻、[翻刻、1969] 1974、136-37 頁。
39) 以下で本文に登場する人物の略歴は、とくにことわらない限り大植四郎編『明治過去帳』（東京
美術、[1935] 新訂初版 1971）による。
40) 『日本鉄道株式会社沿革史』第 2 篇〈野田正穂・原田勝正・青木栄一編『明治期鉄道史資料』第
二集（2）（日本経済評論社、1980）29 頁。前掲書『日本国有鉄道百年史』137-38 頁。






























116,330株から 1892年には 400,000株と増加し、払込資本金は当初の 557,798
42)『明治維新人名辞典』吉川弘文館、1981、1062-63 頁。
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1885（明治 18）年 8月 9日「理事委員小野義真氏ヲ検査委員〈監査役のこ
とで当時 1名であった〉ニ選挙ス次テ報酬金ヲ辞退ス乃チ理事委員同額ノ報酬
ト為シ十二月二十五日ニ至リ更ニ年金百円ト改」（Ⅰ-238）められた。













43) 前掲書『日本国有鉄道百年史』第 1 巻、477 頁。


























1893（明治 26）年 3月 31日には、八ノ戸線鉄道本免許状が下付され「私
設鉄道条例ニ拠リ日本鉄道会社々小野義真ヨリ差出シアル線路・・妥当ナリと
認メ」（Ⅱ-35）られ、翌年 5月 30日には、小野義真社長は、土浦線・磐城線
45) 前掲書『岩崎彌太郎傳 下』397-98 頁
46) 前掲書『日本国有鉄道百年史』第 1 巻、477 頁。
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小野義真は国有化前年の 1905（明治 38）年 5月 9日、67歳の人生を閉じ








36 年）その基金を鉄道学校（明治 30 年創立）へ寄付することになった（Ⅱ-97）。その前年の
32 年 2 月 8 日の臨時株主総会で「慰労金」が小野・池田・大田黒・草野・肥田ら 12 名の「老
巧者」に 15,000 円が支払う決定がなされた（Ⅱ-237）。初代社長吉井友實（兼理事委員）の辞
任に際しては「在職中ノ慰労トシテ金千円ヲ送ル」（Ⅰ-180）と記録されているされている。
51) 前掲書『日本国有鉄道百年史』第 3 巻、210-11 頁。
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52) 前掲書『冨山房五十年』625 頁、627 頁。また、小野義真、岩崎彌太郎の主唱のもと、熊谷武五
郎、子安峻、安田善次郎、三野村利助ら協力を得て 1881（明治 14）年 2 月 15 日、明治・大
正・昭和の社交界の中心となった集会社会ホール「料亭 芝 紅葉館」が開館した（625 頁：『明
治ニュース事典 Ⅱ』230 頁）。また、小野の向島の別邸は「一万坪余りの大庭園で、奥州の松嶋
模したもの」であったが、座敷の装飾は質素で、軸などは自筆のものであり、茶器なども粗末
であったことから分かるように「内面的には甚しく質素な生活をする一庶民であった」（斎藤一
寛前掲論文「早稲田大学と小野義真」9 頁）。「岩崎彌太郎氏との間柄は水魚の関係で」、小野は
「岩崎家の黒幕といふか顧問といふ」関係であったという（628 頁）。なお、斎藤一寛前掲論文
は、「小野義真の私生活」「小野義真と小野梓」の節において、義真の住居・別邸の位置を推定
し、彼の性格などについて言及している。
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